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次世代液晶技術の開拓と
光デバイス応用
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• 有機分子材料である「液晶」を用いて既存のディスプレイを超える小型・
高速な光スイッチやホログラム素子などの光技術開発に従事

• 棒状分子からなる液晶の配向方向を空間的にパターニングする技術に
強みをもつ

• パターン配向した液晶は塗布製膜が可能なことに加え、偏光に依存し
た回折挙動を示すことから、ウェラブルデバイスや次世代光学システ
ムへの搭載が期待される

• 高速応答液晶はセンサ、レーザー加工、光通信分野など幅広い応用の
可能性がある

液晶、ホログラム、電気光学効果、光スイッチ

応用分野 XR技術、スマートデバイス開発
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